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　市販の パ ター
T

マ ーガ リン に 含 まれ る蛋 白を抽出 し，SDS ・PAGE 法お よび免疫家兎血清を用 い た

ELISA 法 に よ り牛乳，卵，大豆蛋 白の 検出を試みた．バ ターおよび検討 した 10種の マ
ーガ リン中 9種 は

主 と して 牛乳蛋 白を含み ，また卵，大豆蛋白も検出され た．
一

方低 ア レ ル ギ
ー

マ
ー

ガ リン （hypoaller−

k・enic 　margarine ：HAM ＞と して市販 さ れ て い る 1種 は い ずれ の 蛋 白も検 出 され なか っ た．つ い で 牛乳，

卵 ， 大豆特異 IgE 高値の ア トピー性皮膚炎患児血清 に はそれ ぞれ の 蛋白抗原 に 反応する IgG 抗体を検

出 したが，こ れ らの血清はバ ター，マ ーガ リン 抽出蛋白を抗原とした IgG −ELISA に より ， 強 い 抗体活

性 を示 した．しか し，HAM に対 し て は抗体は検出されなか っ た．除去食を必要 とする牛乳，卵，大豆 ア

レル ギー患児に，バ ター，マ
ーガ リン も二 次食品の ひ とつ として考慮 すべ きであ り，他方 HAM はその

代替え品 と し て有用で あ る こ とが示唆された．
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緒　言

　小児期 に 発症 す る ア ト ピ
ー

性皮膚炎 （atOpic 　derma −

titis：AD ）の 原因は い まだ明 らか に され て い な い が ，

特異 な食物抗原 に 対す る IgE 高値例が存在す る こ と，

IgE 高値例の特異抗原 が 年齢 に 対応 した食品 に 中心的

で あ る こ と，除去食に よ り症状 の 改善 が 認 め ら れ る例

が存在す る こ と，な ど の 知見 か ら，食物抗原 に 対 す る

ア レ ル ギー反応が発症 の 重要な要因 に な っ て い る こ と

が 示唆 さ れ て い る
1）
　

3 ）．

　食物ア レ ル ギーへ の 対応は ， 厳重な管理下 に 食物除

去試験 と食物負荷試験 と を行い
， 特定 の 食品 に ア レ ル

ゲ ン 性を 認 め た 場合，除去食 を考慮す る場面 も存在す

る
4 ＞．しか し成長期 に あ る 小児 に と っ て 食生活 は生活

の 重要な部分 を占め て お り，
か つ 食物 に 対 す る嗜好が
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Abbreviations ：　AD 　 atopic 　 dermatitis；　BSA

b｛》vine 　 serum 　 albumin ；　ELISA 　ellzym 〔ン lirlked

immul ユosorben 乢 assay ；　 HAM 　 hypoallergcnic

margaI
．ine；　OPD 　orthophellylene 　 diurnine；

PBS 　phosphate ・bu「rered　 salinc ；　SDS ・PAGE

sediuni 　dodecyl　sulfate
−po］yacrylaniicle 　gel　electro ・

phuresis

い ま だ定 ま っ て い な い 時期 に あ る 小児の今後 の 成長 に

配慮 す る と， 食物除去 を行 うよ り低 ア レ ル ギ
ー食品 を

開発 し，食し て も発症 に 至 らな い よう考慮す る こ とが

よ り優れ た ア プ ロ
ーチ の 方法 で あ る と考 え られ る．実

際私 た ち は低ア レ ル ギー小麦を開発し小麦 ア レ ル ギー

患者の約70％ に 有用性 を認 め て い る
S｝6）．

　 と こ ろ で パ ン 食の普及 に伴 い
，

バ ターや マ ーガ リン

を低年齢 か ら食す る 機会が増え て い る が ，バ ター
に は

多 くの牛乳蛋白が含 まれ ， また マ ーガ リン 製造 の 過程

で は 乳製 品 の ほ か ，卵，大豆 由来の 素材が添加さ れ て

い る 場合 も多い ．した が っ て 通常の バ ター．マ
ーガ リ

ン を食物ア レ ル ゲ ン の 観点か らみ る と ， 除去を考慮す

る に充分値す る食品で あ る が
， 優 良 な 低 ア レ ル ギ

ー・

マ
ーガ リ ン が あ れ ば これ を代用 す る こ と も有用な治療

選択 で あ ろ う．そ こ で 私た ち は，牛乳，卵 白，大豆 を

含 まな い 低 ア レ ル ギー ・マ ーガ リ ン （hypoallergenlc

margarine ：HAM ）に つ い て ，抗原蛋自含有の 有無を

一
般 の バ タ

ー
，

マ ーガ リ ン と免疫学的に 比較検討 し
，

また こ れ らの 蛋 自 に 感受性 の あ る患児 に 対し て 二 次
・
食

品 と し て の 有用性を検討 した の で 報告す る．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

1238

材料 と方法

1．バ タ
ー

お よ びマ
ー

ガ リ ン

低ア レ ル ギー
マ
ー

ガ リン の ア レ ル ゲ ン 解析

　低ア レ ル ギー・マ ーガ リ ン （HAM ）と して は パ ーム

油 と菜種油を 主原料と し，牛乳，卵，大豆 を含ま な い

「青空 ソ フ トQO．i（旭電化工 業 （株）社製）を用 い ，対照

と し て市販 の バ ター 1種 ，
マ ーガ リン 10種 （4社）を

用 い た．

2．バ タ
ー，マ ーガ リン か らの 蛋 白抽出

　 バ ター
，

マ ーガ リン は温浴中で 溶解後，1〔｝倍量 の 4M

尿素一phosphate 　buffered　saline （U ・PBS ） を加 え 15分

間超音波処理 した．つ い で 恒温槽 内で 50℃ ， 6C吩 問攪

拌 し ， 遠 心 分離 （4℃ ，
1300 × g，

10分）の 後， 水柑 を

蛋 白分画 と した，抽出 し た 蛋 白分 画 は少量 ず つ 分注

し
一20℃ に て 保存 し た．

3．免疫家兎血清 の 作製

1）抗原の 調製

　牛乳抗原 は，脱脂粉乳 に ／0倍 量 の ・iM 　 U −PBS を加

え ， 60分間攪拌後遠心分離 し（4℃，1300 × g，
10分），

上清を PBS に対し て 透析後 ， 透析内液 を凍結乾燥 し

て 牛乳 抗原 原 末 と し た．卵抗原 は，新鮮鶏 卵全卵 に 10

倍：量 の 4M 　U −PBS を加 え， 以下牛 乳抗原 の 調製 と同様

の操作に て 卵抗原原末を得 た．大豆抗原 は ， 粉砕 し た

大豆 に 1｛〕倍量 の 4M 　U −PBS を加 え， 以下同様 に し て 原

末 を調製 した ．

2）家兎 へ の 免疫

　抗原原末を そ れ ぞ れ PBS に て 20mg／ml 濃度に調製

し，等量 の Freund 完全 ア ジ バ ン h （FCA ） と混合 し

懸濁液 と した も の を家 兎 （ニ コ ．一ジーラ ン ドホ ワ イ

ト ：2，5〜3kg）の 四肢掌筋肉内に 2m1 ず つ 投与 した．

1週間 ご と に 同様 の 抗 原 投与 を繰 り返 し ， 4週 問後 に

全採血 を行 っ た．血液 は室温 に て 静置後 ， 遠心分離 （室

温 ， 1000× g，10分） して 免疫血清 を得た ．

　それ ぞ れ の 免疫血清 の 活性 を以 下 の 抗原 を用 い て

ELISA 法 で 検討 し た．抗牛乳血清 に は，牛乳抗原原末，

α
一ラ ク トア ル ブ ミ ン

， β
一ラ ク トグロ ブ リ ン ，α

一カ ゼ イ

ン，抗卵血清 に は，卵抗原原未 ， オボア ル ブ ミ ン
， オ

ボ ム コ イ ド ， 卵 白 リ ゾチ ーム
， 抗大 豆 血清 に は ， 大 豆

抗原原末， 大豆 ト リプ シ ン イ ン ヒ ビ タ
ー

を用 い た． こ

の 結果，そ れ ぞ れ の 免疫 rl匡清 は 用 い た 抗原す べ て に 対

し反応 す る こ と を確認 した．ま た そ れ ぞ れ の 免疫血清

の 交 叉 反応性に つ い て も検討 した が ，免疫 に 用 い た抗

原以外の 蛋 白に 反応 す る 血清 は 認 め な か っ た ．

4．IgE−CAP 　RAST 高値患者血清

　患者血清は ， ア レ ル ギー外来通院 中の ア トピー性皮

膚炎患者で ，牛乳 ，卵，大 豆 に 対す る 特異 lgE−CAP

RAST が 高値 の 5症例 の 血清を実験 に 用 い た．患者背

景 を Table 　l に 示 した．

5．SDS −PAGE

　抗 原成分 の SDS −PAGE 解析 は Laemmli の 方 法 に

よ っ た．acry ］amide 　gel は 10〜20％ の gradient　gel（第
一

化学薬品）を 用 い た．分子 量 マ
ーカーは SDS −PAGE

用 マ
ー

カ ーIII （第
一化学薬品〉 を用 い た ．各 ウ エ ル に

10μ L の サ ン プ ル を添加 し ， 泳動後 の ゲル は ク マ シー

ブ リリア ン トブル ーR250 （CBB 　R −250）｝こて染色し，

メ タ ノール を含 む酢酸 水 溶液 で 脱色 を行 っ た．

6．Erlzyme−linkcd　immunosorbent　assay （ELISA ）

　バ タ
ー，マ ーガ リ ン の袖 出蛋 白画 分 を ，

一｛M 　U −PBS

で 10倍に 希釈 し， 96穴 ELISA プ レ ー
ト （Costar社）

に 100μ1ず つ 加 え， 4℃ に て
一一

昼 夜放 置 し抗 原 コ ー

テ ィ ン グ を行 っ た．PBS に て 3 回洗 浄後 ， 2％ bovine

serum 　albumin （BSA ）を 200μ1加え37DC，60分問ブ

ロ ッ キ ン グ を行 っ た．PBS に て 3 回洗浄 し，20（〕0倍希

釈 した患者血清 また は健常者血清 をそ れ ぞ れ 100μ1ず

つ 加え ， 37℃ ， 2 時間反応 させ た．0．05％Tween 　20を

含 む PBS （PBS −T ）に て 洗 浄 後，250〔〕倍希釈液 ビ オ チ

ン 標識 ヤ ギ抗 ヒ トIgG抗体 （Sigma 社） を100μ 1加 え

て 37CC， 2 時間反応 させ た．洗浄後 4000倍希釈 ペ ル オ

キ シ ダーゼ 標識 ス トレ プ ト ア ビ ジ ン 10〔〕μ1を加 え，

37℃ ，2時間反応 させ た．洗浄後基質溶液 （0．034％ II、

Table 工　 Proflle　of 　patient
’
s　sera 　studied 　in　the　experiments

Serし1m

ABCDE

IgE．CAP 　RAS ユ

SexAgeT
。 tal　IgE
（lu 〆mD

Milk

malefemalemalefCmalemale13y2y2y4y7y3524656172892

工9692878

3（12，9）
5（65．3）
02

  ．7ω
3（ll〕．8）

一
44343

IgE．CAP 　RAST 　scDre （titer　U，，1ml）

Eg94

（39．8）
4（41．3）
3〔5．13）
4（40．0）
3（4．95）

Soybean3

（8．89）
・1（2〔〕．9）
2（〔［．82）
4（29．1）
1（｛｝．5〔D
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02をカ「iえた O．1％ ortho −phenylene 　diamine （OPD ）液

を100μ 】を加 えて 37℃ ，30分間反応 さ せ た 後，4N 硫酸

を40μ 1加 え て 発色 を停止 させ ，492nm の フ ィ ル タ
ー

を

用 い て 吸光度を 測定 した．

　家兎免疫血清は ， 抗牛乳血清 10万倍希釈 ， 抗卵血清

5万 借希釈 ， 抗大 豆 血清 2000倍希釈 に て 使 用 した ．血

清 の 希釈 は い ずれ も PBS −T に て 行 っ た．また．．：次抗

体は ビ オチ ン 標識 ヤ ギ抗 ウサギ IgG 抗体 （Tago社）を

用 い た ．

7．ア ン ケート調査

　ア レ ル ギー外来を 受診 した牛乳 ， 卵 ， 大豆 の い ずれ

か，あ る い は複数 の 食品 に 感受性の あ る 患児15例を対

象 に HAM を使 用 して も ら い ，臨床症状 の 観察 お よ び

ア ン ケ ー
トの 記載 を 母親 に 依頼 し た．対象年齢は 3

〜15歳，男女別は11例対 4 例，ア レ ル ゲ ン 性 を認め る

食品 は卵14例 ， 牛乳13例 ， 大豆 12例 ， 小麦ll例 ， 米 9

例，そば 3例 ，魚介類 1 例 ， ご ま 1例 ， と うもろ こ し

1例 ， 油脂 1例 で あっ た．ア レ
「
ル ギー疾患 の 内訳 は，

ア トピー性皮膚炎15例全例 ， 気管支喘息 8例 ， ア レ ル

ギ
ー

性鼻炎 4 例，運動誘発性 ア レ ル ギ
ー2 例 で あ っ た．

HAM 使用中に 発現 し た蕁麻疹を 含む皮疹 ， ア ナ フ ィ

ラ キ シ
ー

症状 に つ い て は微細 な も の も記載 を依頼 し

た．

結　果

1．市販 バ ター工種 ，
マ ーガ リン 中の蛋白質の 解析

　
’
「h販 の バ ター 1種，マ ーガ リ ン 10種お よ び HAM の

計 12種 に つ い て 蛋 白成分 を抽出 し， SDS −PAGE に よ り

含有蛋 自 を 分析 し た．Fig．1 に 示 し た よ う に
， 市販

マ
ーガ リン 1種 （lane　4） と HAM を 除 き ，

バ ターお

よび 9種 の マ ーガ リン で は ， CBB −R250 に て 染色 さ れ

る複数 の 蛋白が 検 出 さ れた．こ れ らの 蛋白 の 多 くは ，

同時 に 泳動 した牛乳 ， 卵 ， 大豆蛋 白の 主要蛋白， と く

に 牛乳蛋白 の 移動度 と一
致 す る もの が 多数含 ま れ て い

た．これ に 対 し HAM （ユane 　l）に つ い て み る と ，
　 CBB −

R250 で 検 出 さ れ る 蛋 白 は ま っ た く含ま れ て い な か っ

た．

2．免疫家兎血清 を用 い たバ ター，マ ーガ リ ン 中 の 牛

乳， 卵，大豆 抗原 の 検出

　市販 バ タ
ー，マ

ーガ リン 中 に 含 まれ る蛋 白成分 の微

量分析 を目的 と し て ， 免疫家 SII　lfLL清 を 用 い た ELISA

法を確立 した ．まずそ れ ぞ れ の免疫血 清 の 抗原 に 対 す

る 力価を検定 し た と こ ろ，どの 血清 も対応抗原 に対 し

充分高力価 の 抗体 を有 し て い る こ と が 確認 さ れ た

（Fig．2）．

　次 に こ の ELISA 法 を用 い て
，

バ ター
，

マ ーガ リ ン 抽

（KDa）

Lane
　 　 　 M12345678910

7
ハ
OQ

》
ハ
0

42

30

20

14．4

1112 　 131415M

　Fig．1．　 SDS −PAGE 　analysis 　of　proしeins　extracted 　from 　butter　and 　margarine ，

　Proteins　were 　extracted 　from 　HAM （Lane 　1），commercially 　available 　marga ・

rine 　（Lane 　 2〜ll），　 and 　butter　（Lane 　l2），　 and 　arla ユyzed 　l〕y　1〔｝〜20％ gradient

polyacry！amide 　gel　 electrophoresis ．　Proteins　were 　stained 　with 　Coomassie 　bril．

1iant　blue　R −250．　M ：m （，1ecular　weight 【narkcr ，　Lane　13 ：m 且k　protcins ，　Lane 　14 ；

egg 　proteins ，　Lane　15 ：soyl）ean 　proteins．
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出蛋白中の 抗原蛋 白の 検 出を試 み た （Fig．3）．抗牛乳

血 清 で は ，
HAM と は 反 応 せ ず ， 他 の バ タ

ー
，

マ
ー

ガ リ

ン 中の 蛋白と は い ず れ も強 い 反応を示 した．抗卵 rfi／清

で は，HAM ，マ
ーガ 1丿ン 3種 （＃2，＃4），

お よびバ タ
ー

（＃12）で は反応は認め られ ず， しか し低値な が ら もマ ー

ガ リン 8種 で 反応が認 め られ た．抗人 豆 血清 で は，

IIAM
，

マ ーガ リ ン 2種 （＃2， ＃5）お よ びバ ター （＃12）

で 反応は 認 め ら れ ず，他の マ ーガ リン 8種で は 大 豆 蛋

白が 検出 さ れ た．

3．ELISA 法 に よ る ヒ ト血清 に 反応 す る バ タ
ー

，
マ ー

ガ リン 抽出蛋 自

　牛乳 ， 卵白， 大豆 に対す る特異 IgE 抗体を有す る ア

トピー
性皮膚炎患児の 血清 を 用 い て ，

バ ター
，

マ
ーガ

リ ン 中 の 蛋 白抗原 と どの よ う に 反応 す る か を ELISA

法 に よ り検討した ．対照 血清に は ア レ ル ギー歴が な く，

総 lgE 値 が感度以 下 の 健常児血清 を用 い た．

　患児血清 ， 対照 tfn清の牛乳蛋 自， 卵蛋白， 大 豆 蛋白

に 対 す る IgG 抗休 の 有無 を検討 し た 結果 を Fig．4 に

示 し た ．患児 A 〜D 血清中に は そ れ ぞ れ の 蛋白 に 対す

る IgG抗体が存在し た が ， 血清 E の そ れ ぞ れ の 蛋 白抗

原 に 対す る IgG 抗体は対照 と同程度で あ っ た．な お 血

清 C は牛乳 IgE　RAST 陰性で あ っ た が IgG 抗体 は r蒔

値 で ，他方血清 B は牛乳 IgE　 RAST 高値で あ っ た が

IgG抗体 は低値 で あ っ た．そ れ ぞ れ の 蛋 白抗原 に 対 す

る 工gE 　RAST 値 と 1gG 抗体 の値 との相関 は 認 め られ

なか っ た．

　バ ター
，

マ
ーガ リ ン 抽出蛋 自 と患児 血 清 との 反応 は

Fig．5 に 示 した よ うに ，　 HAM 抽 出蛋 白に 対 して は健

常児血清 お よ び患児 5例の 血清 と も反応 は ま っ た く認

め られ な か っ た．バ タ
ー 1種 ，

マ
ー

ガ リン 10種 の 抽 出

蛋白 に っ い て は ， 血清 A 〜D は強い 反応 を 示 した が ，

血 清 E の み は す べ て の 抽出蛋 白 に 対 し対照血清 と 同

等 の 反応 しか 示 さなか っ た．

5．牛乳 ， 卵 ， 大 豆 蛋白を 含 ま な い マ
ーガ リ ン の 食品 と

して の 有用性 の 検討

　牛乳，卵 白，大豆 の い ずれ か ， あ る い は複数の 食晶

に 対 し て感受性 の あ る ア ト ピー
性 皮膚 炎患児 15例 に

HAM を食して も らい ，ア ン ケ
ー

トの 記載 を依頼 した．

HAM は 2 〜 4 週間 に200g量使 用 し て お り， そ の 使用

方法は 15例全例で食パ ン に 塗 っ て食し て い た が ， 6例

で は 料理 に も用 い て い た．HAM の試食に よ り皮疹 の

増悪 ， か ゆ み の出現 ， ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

シ ョ ッ ク，喘

息様発作 の 出現な ど，異常 な 臨床所見を呈 した例 は な

か っ た ，HAM の 食品 と して の有用性 を ， 1） か た さ，

2） 口 あ た り， 3）香 り，4）塩味 ， 5）あぶ らっ ぽさ，

6） お い し さ ，の 6 項 目 に つ い て 5 段階評価 （良 ， や や

良， 普通 ， や や 悪， 悪）して も ら っ た．そ の 結果 を各

項目 5 点満点と し て 15例 の 総合点 75点を最大点 と して

表 す と，1）45点 （60％），
2）62点 （83％）， 3＞47点

（61％）， 4）46点（61％），5）49点（65％），6） tt7点 （76％）
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　Fig．4．　DeteCtiQn　of 　IgG　antibodies 　to　milk 、　egg ，　and 　s〔｝ybean 　protehls 　in　sel・a

from　patients 　w ｛th　atopic 　dermatiti．g　positive 　for　IgECAP 　RAST 、

　The 　plates　coated 　with 　milk ，　eg9 ，　ancl　s（，ybean 　proteins　were 　reacted 　with 　scra

obt ．ained 　from　patients　 with 　 atopic 　dermatiしis　pesitive 「（，r　IgE．CAP 　RAST （A
〜E ） or　healthy　 control （cont ）．　 Thc 　 lgG　 ant ［bo ⊂lies　 in　 sera 、vere 　detected　by
IgG−ELISA ．
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Sarnp］e　of　margarine 　arld　butter　tested

　 Fig．5．　 Det ∈ction 　of　IgG　antibodies 　in　sera 　from　atopic 　dermatitis　and 　healthy

corltrol 　to　proteins 　extracted 　from　HAM 、　butter　and 　margarine ．

　The　plates 　a ）atcd 　with 　proteills　extracted 　from　HAM （sample 　l），margarine

（samplcs 　2〜11），arld 　butter（salnple 　12）were 　 reacted 　 with 　 sera 　from　patients
with 　atopic 　derma亡itis（A 〜D）or　hcalthy　control （E ），IgG　arユtibodies　in　sera　was

detected　by　IgG．ELIS ．へ．

と，い ずれ の 項 目も全例 「普通 ！ と した場合 の 合計点

45点 （60％）以上 で あ っ た．

考　察

　市販バ ター
，

マ ーガ リ ン 11種 に つ い て 牛乳蛋 白， 卵

蛋白，大豆蛋 白の含有に つ い て検討 した と こ ろ ， 低ア

レ ル ギ ー
マ
ーガ リ ン （HAM ）1種 を 除 き牛乳蛋 白は バ

タ ー
，全 マ ーガ リ ン に ， 卵蛋 白と大豆蛋白は 8種 の マ ー

ガ リ ン に ，含 まれ て い る こ とが判明した．

　 マ
ーガ リン の 組成は メーカー

に よ り異 な る が ， 今回

の検索 に 用 い た もの で はパ ー
ム 油，トウモ ロ コ シ 油，

大 豆 油 な どの植物油 を 原料に ， 食感 ， 食味を高め る た

め に 牛乳 ， 卵，大豆 な ど が 添加さ れ て い る．しか し実

際 に は そ の 認 識は低 く ，
バ タ

ー
，

マ
ー

ガ リ ン に含有 さ

れ る ア レ ル ゲ ン 性蛋白の 同定 ， また 牛乳 ， 卵 ， 大豆 蛋

白に 過敏性 の あ る 患児 へ の 影響 な ど は ほ と ん ど調査 さ

れ て い な い の が現状で あ る．今回 の 免疫家兎血清 を用

い た検討 か ら ，
バ ター

， 多くの マ
ーガ リ ン に牛乳， 卵 ，

大豆蛋白が 含 まれ る こ と が 明 ら か に な っ た．と くに 牛

乳蛋白は HAM を除 く全 マ ーガ リ ン に 含 まれ て お り，

SDS −PAGE に よ る解析か ら もマ ーガ リン の 主要 な蛋

白成分 で あ っ た．

　牛乳，卵，大豆 それ ぞ れ の 蛋 白 に 感受性 の あるア レ

ル ギー児 に と っ て バ ター
，

マ ーガ リ ン に含有さ れ る こ

れ ら の 蛋白が ア レ ル ゲ ン とな り得る か ど うか検討 が 必

要 で あ る．そ こ で 食物 ア レ ル ギーの 関与が疑 わ れ ， 抗

原特異 lgE値が 高値で あ る ア ト ピー性皮膚炎患児 の

血清 と，バ ター，マ
ーガ リ ン か ら抽出 し た こ れ ら 蛋 自

と の 反応 を検討 し た と こ ろ
， 抽出蛋 白に は 血清 IgG 抗

体で 充分認識さ れ る 抗原が含 まれ て い た ．す なわ ち，

少 な く と も患 児 の 血 清 と 反 応 し 得 る 蛋 白抗 原 が バ

タ
ー，マ

ーガ リン 中 に存在 した こ とに な る．他方低ア

レ ル ギーマ ーガ リン と して開発さ れ た HAM は ，
パ ー

ム 油 を原料 と し牛乳，卵 ， 大豆 な どの 蛋 白を便わず に

調製 され て お り，今回 の 検討 で もこ れ らの 蛋 白 は ま っ

た く検出 さ れ な か っ た ．

　小児期 の 食物を原因 とす る ア トピー
性皮膚炎患児 の

うち，牛乳蛋 白 に 感受性 の あ る もの は30〜40％ ， 卵蛋

白に は30〜40％ ， 大豆 蛋白に は約20〜30％ と報告 され

て い る
7）S」．ま た 牛乳，卵，大 豆 そ れ ぞ れ に 対 し即時型，

と くに ア ナ フ a ラ キ シ ーシ ョ ッ ク を呈 す る 患児の 報告

もある
9 ）．と く に 二 次食品の 除去 ま で必要な 患児 に

と っ て ，今回の 検索か らバ ター，マ
ーガ リ ン も牛乳，

卵，大豆 蛋白を含 み その 対象 とな る こ と，また その よ

うな患児 に とっ て HAM は 試 み る べ き有用 な マ ーガ

リン で あ る こ とが 推察 さ れ た．
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　 と こ ろ で HAM の 食品 と し て の 有用性 は，た ん に

「低 ア レ ル ギー」と い う こ とだ け で は 実際的 で は な い ．

そ こ で 香 り， か た さ ， 風味な ど に つ い て 患児の 食後感

をア ン ケー
ト調査 した と こ ろ

，
い ずれの 項 目も「普通」

以上 の良好な評価を得た．以 上 よ り牛乳，卵，大豆 に

っ い て 二 次食品 の 除去 の 必要な患児 に ，
HAM は食品

と して充分使用 で き る低ア レ ル ギ…
マ
ーガ リ ン とい う

こ と が で き る ．
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IMMUNOLOGIC 　ANALYSIS 　OF 　MILK ，　HEN 　EGG ，　AND 　SOYBEAN 　PROTEINS

　　 IN　BUTTER 　AND 　MARGARINE ，　AND 　CLINICAL 　ASSESSMENT 　FOR

　　　　 AVAILABILITY 　OF　IIYPOALLERGENIC 　MARGARINE （HAM ）

Shumpei　Yokota，　Yuriko　Takahashi ，　Yukoh 　Aihara，　Kazuyuki 　Kurihara1 ）

，

　　　　　　　　Iliroshi　Suguro2） and 　Shuusuke　M［atsuyama

刀 OPartment（〜プPediatn
’
cs，　 y∂kol2ama　Cめ，　 Universめ ，

　
i）DivisiOnげ ・411e  gy，

　　　Kanagau・・α Clzilt／ren 　
’
s　H ∂spita42 ）YoleoJvama　Cめ Alle7’9．v　 Center

　　 To　determ量ne 　 the　allergenic 　 proteins　 in　 comlnerciaUy 　 avai ！able 　butter　and 　margarine
，
　 protein

fractions　 were 　 extracted 　 and ｛mmunologically 　 analyzed 　 against 　 milk ，　hen　egg ，　and 　soybean 　antigens ．

Butter　alld　lO　kinds 〔〕f　margarine 　were 　proved 　to　contain 　these　proteins　in　various 　concentrations 　by

EL 工SA 　and 　immunoblotting　methods 　by　use   f　the　rabbit 　alltisera　developed　against 　each 　food　proteills．

IIowever，　hypoallergenic　 margarine 　was 　foulld　to　contain 　 no 　such 　proteins　at　all．　Using　sera 　obtained

frorn　 atopic 　dermatitis　patien亡s，　previously　detected　high　levels　 of 　IgE 　an 亡ibodies　to　 milk ，　hen　 egg ，　 or

soybealls ，　the　extracted 　protein　fraction　from　butter　and 　margarine 　was 　analyzed 　whether 　these　proteins

react 　with 　IgG　antibodies 　in　patients
’
sera ．　The　sera 　with 　high　levels　of 　specific 　IgE　recognized 　protein

antigens 　in　these　extracts 　except 　those　from　hypoallergenic　Inargarine ，　suggesting 　that　proteins　in　butter

and 　margarine 　may 　become　allergenic 　fQr　the　patlents　sensitive 　to　the　proteins，　and 　that　hypoallergenic

margarine 　will　be　a 　reasonabie 　alternative 　for　the　allergic 　patients　to　mi ！k，　hen　egg ，　or 　soybeans ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


